













う少し広く、ご本山を取り巻く状況、つまり どういう歴史の中でご本山が成立し どういう文化 育みながら歩んできたのかということ 、その御移転の前後を中心に考察を進めるということで、この大会を開かせていただきました。　
お手元の「資料集」の中で少し触れさせていただいておりますし、私も後に の中でまた発言させてい






























には、衆生に対するあわれみの心から、あえて自ら仏にならず、衆生とともにあろうと誓う菩薩が出てきます。これが「大悲闡提」 、あるいは「菩薩闡提」と呼ばれる存在です。瑩山禅師は、まさしくこのような の在り方を自らの生き方としようと誓われた うことだろうと思います。　
さらに禅師は、晩年に至って、二つの誓願を新たに立てられて ます。そのうちの一つは「常発心」 、つまり、常










粋な智慧の坐禅として性格づけられます。対して、瑩山禅師の坐禅は、 『坐禅用心記』にありま よう 、大悲の坐禅です。 と慈悲は大乗仏教の両輪で、どちらが上と ことはありません 後者に重点を置 た形の坐禅を瑩山禅師は宣揚していらっしゃるわけです。　
最後に、さきほど申し上げました「大悲闡提」の誓願について、少し補足させていただきます。この誓願は、まさ





ます。けれども、 根本的には、 それは正しい修行の中で得られてくる縁起の自覚 基づいて自然に出てくるものでしょうし、禅師の大悲闡提の誓願 つなが もので ょう。ともあれ、瑩山禅師の禅 世界を学ぶ とを通じて、私たちは、自らがなすべきことについて、さまざまな深い示唆をいただくことができる で 。　
これからお二人の先生にそれぞれお話をいただくわけですが、このような太祖瑩山禅師の禅の世界 性格を頭に入
れ、それが歴史の中でどういう形で現れ、あるいはそこから離れてきているのか、そのあたりも一つの観点 してもちながら、お聞きいただければあり た と思い す。　
私のご挨拶を兼ねてのお話をこれで終わらせていただきます。ご清聴、ありがと ございました。
